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認1982年7月に，中国において，約10億の人口を対象にした人口センサスが実
施された。人類史上最大規模のこの調査に対して，国際的な注目が集まった
ｶﾐ，その実施にあたっては，数年前からの周到な準備，国をあげての大々的な
取り組み，過去2回のセンサスと比べ大幅に増加した調査項目， コンピュータ
ーの利用，はじめての国連の物的・技術的援助など注目すべき点が多くみられ
た。一方，現在,中国社会には,人口問題の深刻化，強力な一人っ子政策の展
開，経済調整と近代化の推進等々，人口との関連で重大な関心を示すべき社会
・経済的諸状況がある。
そこで,そのような状況をふまえて，今回の人口センサスを把え，まず，そ
の概要を緒介した上で,調査内容における特徴と，調査方法に関連する若干の
問題点を検討する。そして，調査課題と意義を考察してみたいと思う。
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Ⅱ、 1982年人口センサスの概要
1）センサス実施に至る準備過程
中国は，世界で最も古く，人口調査の行なわれた国の一つであり，古代より
戸籍制度も整備されてきた')。 しかし，中国で，近代的な人口センサスカ&実施
1）梁方仲「中国歴代戸口・田地･田賦統計』，上海人民出版社，1980年。
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されたのは， 1953年2)，1964年3)についで，今回が3回目である。今回のセン
サスの準備には，約3年が費され，非常に周到な準備と積極的な取り組みが為
されてきた。とくに，調査項目は， 2度の重要な修正，変更を経て，決定され
た。
準備は， 1979年にはじまり，その一環として，7月には統計視察団が来日し
ている4)。同年11月には，中央に，陳慕華副首相をリーダーとする国務院人口
センサス指導小組と同事務局が設置されたo80年以後，相次いで，各地方レベ
ルでも同様の組織が設立された5)。このように過去2回に比べて充実した組織
体制が整う一方で， 1980年の初めに，国務院人口センサス指導小組は，「第3
回人ロセンサス実施規定」（以下「実施規定」と略）第1次草案を起草した6)。当
’
1
??
2）孫競新「第1次全国人口普査簡介」， 『統計』， 1981－1，中国統計出版社，吉田忠雄
「中国の人口構造」 ， 『中国経済発展の統計的研究I』， アジア経済研究所， 1960年。
3）孫競新「第2次全国人口普査簡介｣，『統計』， 1981－5．
4）朝日新聞， 1979年7月30日。
5）白建華「人口普査的立法和組織実施｣，『人口研究』， 1982－2，中国人民大学， 31頁。
組織系統を北京市を例にみてみると，以下の図のようになる。
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〔出所〕『北京周報｣， 1982年,No.32,なお用語は原文のままとした。
6）李成瑞「第3次全国人口普査弁法的主要内容和特点」（以下『主要内容和特点』と略)，
『人口研究｣， 1982－3，2頁。
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初の予定では，センサスは1981年7月1日に実施予定であったが，その後の正
式文書では， 80年6月の段階で，82年7月1日の実施が正式決定されたことに
なっている7)。延期理由には，財政難とともに，後述の「戸口整理」の問題が
あったようである8)｡いずれにしても，準備は着々と進み,80年7月には，無
錫市及び無錫県で試験調査が行われた9)。その後，10月には関係者が，日本の
国勢調査視察のために来日している'0)。
1981年になると，3月9日から22日までの間，北京で省レベルの人口センサ
ス事務局主任会議が開かれ，無錫の試験調査をふまえて， 「実施規定」第2次
草案が作成された。ここでは，戸口登録との関連で常住人口の規定についての
問題点が討議され，大幅な変更が行なわれた模様である。また， この会議で，
居住者の戸口登録を徹底的に洗い直すために戸口整理の開始が決められた'')。
一方，同年3月から8月にかけて，「実施規定」第2次草案をもとに全国24の
省・市・自治区で試験調査が実施された。 9月には，各地の試験調査の経験を
ふまえ， 「実施規定」第3次草案を作成した12)。
翌82年1月，「第3回人口センサス会議13)」を開催，草案の最終的検討を行
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「中共中央，国務院美子認真倣好第3次全国人口普査工作的指示｣，1982年2月28日。
なお， 1981年2月17日に国家統計局当局者が実施の1年延期を明らかにしたという報
道がある。朝日新聞， 1981年2月18日。
総理府統計局製表部長北山直樹氏談。同氏は，今回のセンサス視察のため，中国を訪
問されたが，私は帰国されたばかりの7月20日，総理府統計局に同氏をお訪ねし，今
回のセンサスに関して貴重なお話を伺った。以下，同氏の談話をしばしば引用させて
頂く。「戸口」は，中国語の原文のままであるが，常住地においてのみ登録される｢常
住戸籍」を意味し， 日本の戸籍とは， 内容を異にするので（後述)，原文のままとし
た。「中華人民共和国戸口登記条例｣， 『中華人民共和国主要法令集』第2集， 中国研
究所， 1981年。
国務院人口普査弁公室「美子無錫人口普査試点調査登記和手江慰研段工作的総結（摘
要)｣，『統計』， 1981－2．
前記総理府統計局北山氏談。
李成瑞「主要内容和特点」（前掲)， 2頁。
李成瑞，同上。
『人民日報』， 1982年1月18日。
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った上で， 2月19日に，国務院から，「第3回人ロセンサス実施規定'4)」が発
表され，同月28日には，党中央及び国務院から，「第3回人口センサスに関す
る指示15)」が出された。82年前半は，調査員の選抜と訓練など’具体的準備を
すすめる一方， 6月を宣伝月間とし，主に，調査の目的や意義， さらに，後述
の懸念される虚偽の申告に対し， 「事実通りの申告」に重点をおいた徹底的な
宣伝，教育に務めた,6)。その活動は，様々な方法を用いて大々的に取り組まれ
た。これを受けて，事前に，各家庭で家族会議が開かれ17)，7月1日以後の調
査に臨んだわけである。
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験にィ2）実査の概要及び公表
調査日は， これまでと同様， 7月1日(午前0時)とされた18)o調査は,64年
センサスに習い，戸口登録に基づいて，常住人口が調査された'9)。しかし前回
のように，常住戸口登録地に居住する人口を常住人口とするだけでなく，今回
は，さらに，戸口無登録者でも1年以上一定地域に居住するものは常住人口と
､／て調査する方法を採用した。この方法は，基本的には， 1958年に制定された
‐戸口登記条例」に基づき常住人口として登録された人口20)を基礎にして調査
芸行うものである。それは，わが国のセンサスのように，住民登録と切り離し
て調査される方法とは，大きく異なっている。
調査区は，行政区画に基づいて設定され農村では生産大隊，都市では,住民
委員会の管轄区とされた21)。各調査区には，複数の調査員が配置され，各調査
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14）国務院『第3次全国人口普査弁法』（以下『人口普査弁法』と略)。
15） 『人民日報』， 1982年3月4日。前掲，注7)。
16）玉金「倣好人口普査的宣伝工作｣，『人口研究』， 1982-2.
17） 「人口普査十問｣， 『人民日報』， 1982年1月18日。
18）王新法「我国人口普査工作」， 『統計研究』第1輯， 中国財政経済出版社. 1980年。
19)LiChengmi,Hpz""加冗α"sz'ses"C"”z,StateStatisticalBureau,Peoples
RepublicofChina,1981,p.5.
20）この戸口登録については，次章で詳細に論ずる。LiChengrui,〃ﾋﾒ6,p.17.
21） 「人口普査弁法」（前掲）第8条。
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員の実際の担当は，ほぼ生産隊の範囲で，平均200～300人を受け持った22)。
調査項目は，過去2回のセンサスに比較して，常住人口の戸口登録状況や産
業,非就業者の状況,さらに婚姻や出生，死亡に関する項目などが新しく追加さ
れ，個人で13項目，世帯で6項目，計19項目と大幅に増加した（調査票を参照)。
調査方法は，従来と同様，調査所方式を主とし，訪問調査法を組み合わせた
方法が採用され，あらかじめ決められた時間に世帯の代表申告者が調査所を訪
れて調査員の口頭質問による他計式の調査を受けた23)。また，仕事の都合や病
弱，その他の理由で調査所での申告が不可能な者については，調査員が調査所
での調査終了後，戸別訪問を行った。調査員の数は，約400万人で，訓練後試
験に合格した者が資格を得て調査にあたった24)。各調査員には，それぞれ数名
の調査協力員がつき，世帯リストの作成や調査所及び訪問調査時，調査後の審
査等において補助的な役割を果たした。なお， このような調査協力員は，第2
回センサスの際には，調査員1人につき3～5人，全国では2,000万人にも達
したといわれる25)。彼らは，前回同様，自発的に参加した地域の末端組織の幹
部や家庭の主婦などで構成されるが，今回センサスの場合， 「実施規定」でこ
の役割を明記した点を特記しておかなければならない26)。このような制度は，
統計における中国独自の大衆路線との関連で注目されるものであろう。
調査後の審査は， 3種類の方法で行なわれた。まず第1は，調査員自身によ
る自己審査，第2は，他の調査員と交換して行う相互審査，第3は，調査協力
員が加わり大衆討論によって審査を行う「大衆議査」である27)。
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前記総理府統計局北山氏談。
「人口普査弁法」（前掲）第23条。胡健顛・彰松建・胡紹瓊『人口普査和人口分析』，
北京出版社， 1981年，37-38頁。
「我国人口普作準備工作進展順利」 ， 『人民日報』， 1982年4月28日。
LiChengmi;"d.,p.15.
「人口普査弁法」（前掲)，第9条。
察文眉「人口普査的登記和復査工作」 ， 『人口研究』， 1982－3。
22）
23）
牡． 1980年畠
eau,Mpl& 24）
25）
26）
27）
「
｡． 17．
???、?．??
1
257蕗
ハ:#.
〃Mもﾞ ･
蕊蓬
關西大學『經濟論集』第32巻第4号578
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人口調査登記表
農村世帯住所：都市世帯住所：
省(市)ー一一一県(市)－区(鎮）
（街） （巷)門牌第一号 (村）県 一郷
|讓合’ 住常 人在外人 口口 ??????????????????、??、??。???????、??、??。
??
??
?????
??
〔出所〕劉鐸他『人口統計学』，中国人民大学， 1981年，187頁。
第2回全国人口調査登記表（住民世帯）（1964年）
?
???? ?
性
??
年 齢
??????? ??
名
?
|満ゞ出生祥月日
年月 日
別
〔出所〕劉鐸他『人口統計学』（前掲)， 189頁。
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その後は，標本調査法によって抽出検査が実施された28)。
集計は，手集計， コンピューターによる抽出集計と全数集計の3段階で行わ
れる。公表は，手集計が1982年10月1日2抽出集計が1983年10月末，全数集計
は1984年末に，それぞれ予定されている。今回は，百数十億にのぼる膨大なデ
ータ処理のために，国連などの技術的協力を得て，はじめてコンピューターが
使用される29)。
さて，この調査にかかる総経費は3億6,000万元(約450億円)であるが,経費は
中央と地方で分担することになっている30)。この経費は，中国の1982年度の国
家予算1,134億5,000万元と比較してみると，その0.32％にも相当し3')，単純な
比較はできないが， 日本の国調予算などと比べても，かなりの負担であると思
われる。その他，国連から1,560万ドルの資金援助を受けている32)◎このような
調査内容の充実や調査方法の改善，国をあげての大々的な取り組みなどから，
今回のセンサスに対する政府当局の相当大きな期待がうかがえる。
また,今回ｾﾝｻｽは国連の｢世界人口･住宅センサス」33)勧告の一環とし
て行なわれたものであり，物質面，技術面の両面において，国連の積極的な協
力があった。上述の国連人口活動基金からの資金援助をはじめとし，国連技術
協力部と国連統計局，国連開発計画から専門家の派遣・技術指導が行なわれ
た34)。また，日本や米国も，技術面で多大の協力を行なった35)。これらのこと
は，今【
され， フ
今回（
いるが，
調査内3
まず，
すると，
の戸ロヨ
る。さ’
し， オ較
る。す7
られる！
3に，
人Iに，
のよう
その背
らの間
28）揚日章「人口普査的事後質量抽査｣，『人口研究』， 1982-3.
29)LiChengmi,伽泓,p､22.
30） 「調査の特徴とすすめ方｣， 『北京周報』， 1982年,No.32.
31） 『北京周報』， 1982年,No.22.しかも， この経費には基本的に調査員手当は含まれ
ず，手当は所属機関から通常の賃金として支給されるとのことである，前記総理府統
計局北山氏談。
32） 「調査の特徴とすすめ方」（前掲),15ページ。
33)DM/r片醜”伽α"α他CO"2772"@血加"sんγ"力"ん肋〃α"aHb"s"ZgC匂2s"seS，
U.N・,1978.
34） 「人口普査十問」 （前掲)。
35）前記総理府統計局北山氏談，及び「人口普査十問」（前掲)。
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は，今回の中国のセンサス実施に関して，国際的にもその意義の重大さが認識
され，大きな期待が寄せられていることを示しているといえよう。妾階で行わ
,全数集計 ??
Ⅲ、調査内容からみた82年センサスの特徴と調査目的 ???
ろ膨大なデ
ユーターが 今回のセンサスは，前章で見てきたように様々な点で興味深い特点をもって
いるが，紙幅や時間的制約から，本稿では，今回センサスの大きな特徴である
調査内容と戸口登録に基づく調査方法について検討を加えてみたいと思う。
まず，最初に特徴について考察する。調査内容を過去2回のセンサスと比較
すると，経済的特性に関する項目，人口の再生産に関する項目及び，常住人口
の戸口登録状況に関する項目などが，新しく追加されていることが特徴的であ
る。さらに，国連の「1980年世界人口・住宅センサス｣')の勧告調査項目とも比
較し，検討すると，今回のセンサスに関して，以下の4つの特徴がみいだされ
る。すなわち，第1に，常住人口の戸口登録状況に関する詳しい調査項目がみ
られること，第2に，人口の経済的特性に関する調査項目が充実したこと，第
3に，人口の再生産に関する調査項目が， とりわけ重視されていること，第4
に，人口の移動に関する調査項目が不十分であることである2)。ところで， こ
のような調査内容上の特徴は，今回のセンサスにかける政府の大きな期待や，
その背景にある社会・経済的状況と関連があるものと思われる。そこで，それ
らの問題を検討することにより，今回センサスに対する，政府当局の主要な調
査目的がどこにあるのかを探ってみたい。
中国では，現在，農村や都市における年々の労働人口急増下での大量の過剰
労働力や失業者をかかえた就業問題，食糧消費水準の停滞，生活関連物資，
教育施設や住宅の不足， また，都市問題の深刻化等々，総人口，都市人口，
生産年齢人口の急増等の人口の動きと関連した様々な社会・経済的諸問題をか
が,経費は
〕2年度の国
')，単純な ??
であると思
I
このような
などから，
D一環とし
寶極的な協
国連技術
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2）この問題については，次章で論じる。
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かえている。そして，中国経済は近代化の推進にあたり，資金蓄積不足，技術
及び生産力の低水準，巨大人口と人口急増という困難な諸条件の克服が重要課
題となっている。このような状況に対して， 1978年以後，「4つの近代化実現
の重要な条件｣3)（陳慕華副首相)，及び「蓄精の増大， 急速な経済発展のための
不可欠の条件」（1979年1月27日付『人民日報』社説)として，人口増加抑制の方向
が明確に打ち出され，推進されている。一方，経済的側面における対策として
は，軽工業や労働集約型工業の重視，農業の近代化，集団経営部門の多角経営
や個人経営業種の開拓奨励の方向を推進している4)o
この中で，政府は,強力な人口抑制政策＝一人っ子政策を展開するとともに，
社会・経済計画と人口計画を統一的に推進する方向を志向している。現在，論
議中の憲法改正案においても， その23条で「国家は，計画出産を提唱，推進
して人口を各種の経済・社会発展計画に適応させる｣5）と明記されるにいたっ
た。今や，中国では，人口を含めた総合的な視点から，キメ細かな政策や計画
をすすめていく必要性に迫られているといえる。そのためには，人口の正確な
竜態を把握することが不可欠の前提となる。
ところが，その際の基礎データとなる人口統計は，全く不十分といわざるを
鼻ない。中国の主要な現行人口統計は戸口登録制度に基づいて作成される第二
p〃
義統計である。中国では，古代より戸籍制度が発達していたが，現行の「戸口
登記条例｣6)は，1953年の第1回人ロセンサスを基礎に，その後の準備期間を
経て， 1958年に制定されたものである。この制度は行政目的からつくられたも
のであり，戸口登録は，各級公安委員会が主管し，主として都市では公安派出
所が，農村では人民委員会が戸口登録機関となっている。戸口登録機関には，
戸口登 ???》?
世帯を
住人口
■ ● ●
住人口
いる。
行うこ
戸籍制
制度で
離婚な
以内，
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て， こ
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ある。
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れてし、
から弓
著しC.
一
7）劉
楊
S)19
死
に
れ
9）中
一
研
3） 『人民日報』， 1979年8月11日。
4）市原亮平編著『｢人口論」と中国人口問題』，晃洋書房，1981年，後編第1部第1章及
び第3章｡石川滋編『1980年代の中国経済』，日本国際問題研究所， 1980年，48ページ。
5） 『北京周報』， 1982年,No.19.
6）前掲。
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戸口登録簿が置かれ， また各世帯には一冊ずつ戸口簿を発給し，戸口登録は，
世帯を単位として行なわれている。そして， 「公民は常住する地方において,常
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
住人口として登記すべきであり，一人の公民はひとつの地方においてのみ，常
住人口として登記することができる」（同法第6条）（傍点一筆者）と規定されて
いる。したがって，転出した場合は， 「戸口を抹消」し，転出先で戸口登録を
行うことになっている（第10条)。このように， この戸口登録制度は，わカミ国の
戸籍制度と住民登録制度を結合したような性格をもっており，一種の居住登録
制度であると考えられる。主な登録項目は，出生，死亡，転出，転入，婚姻，
離婚などであり，申告期限は出生と死亡は1カ月以内，転入は，都市では3日
以内，農村では10日以内となっている。そして，虚偽の申告など規定に違反し
た場合は， 「治安管理処罰」が課せられ，刑事責任を追及される（第20条)。さ
て， これらの登録によって得られた資料をもとに,人口数，出生人数， 死亡人
数，乳児死亡数，死亡原因，年齢階級別死亡人数を集計し，国家統計局に定期
的に報告することになっている7)。それに基づいて，国家統計局から，毎年の
人口統計が発表されるわけであるが，正式の公表開始は， 1978年以後の統計で
ある。しかも，公報では，全国人口数，対前年度人口増加数(率)，出生率，死
亡率しか公表されておらず8)，全国的規模の人口の年齢別構成の統計は発表さ
れていない。さらにこの統計による，対前年度人口増加数と，出生率，死亡率
から計算した自然増加数が符合せず，最近は，現行人口統計の正確性の低下力蚤
著しいようである9)。人口総数そのものも，正確とはいえず，国連の公表数字
???…?…??…》?…?……????????????????
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7）劉鐸．､鄙濾薄・査瑞伝編『人口統計学』， 中国人民大学出版社， 1980年，135-146頁。
楊徳清・王連香・超林坤『人口統計学』，河北人民出版社， 1981年，89-96頁。
8)1980年4月30日,1981年4月29日，以及1982年4月29日付国家統計局公報。出生率，
死亡率は， 1980年以後非公表。なお，国家統計局「1949～1979年経済統計資料選刊」
によれば， 78年以前の統計や性別，都市・農村別人口，産業構成などの指標も公表さ
れている， 『中国経済年鑑（1981)』，北京経済管理雑誌社。
9）中国では，国際人口移動が殆んど無視しうる程度なので、 自然増加数は人口増加数に
一致しなければならない。王維志「通泣人口普査，提高人口統計資料的質量｣， 『人口
研究』， 1982-1,4 頁。
1部第1章及
， 48ページ。
????????
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！584 關西大學「經濟論集』第32巻第4号は，中国の国家統計局発表の数字とは異なっている'0)。さらに，センサスも前回の実施以後20年近くも空白があり，公表されたデータは，人口総数，性別,
簡単な年齢別人口，民族別人口，都市・農村別人口，全国人口の分布状況，教
育水準などであり,,),人口の再生産や,社会・経済的特性に関する重要な項目が
欠けている。
前述の諸特徴をもった今回の調査内容は， このような状況の中で，近代化を
裟進する上で切迫した要請として，決定されたものであろう。
さて，そこで，それぞれについて，それらがどのような内容と目的をもった
ものかについてみてみたいと思う。
まず，第1の6「常住人口の戸口登録状況」に関する調査は，戸口登録を基
礎としながらも，可能な限り実際の常住人口の状況の把握につとめている。そ
こから獲得されるデータは，主として,人口の地域分布に関する諸指標である
が常住人口の調査は，人口の自然的，社会的，経済的諸特性を観察する上で不
可欠の前提である。なお， この調査については，後に詳しく検討する。
第2に，人口の社会，経済的特性に関する調査内容を検討するが，その項目
は， 7）教育水準， 8）産業， 9）職業， 10）非就業人口の状況の4項目であ
る。中国では，従来不十分ながら「産業に関する統計資料はあったが職業に関
する資料がなかった｡｣12)第2回センサスでは，職業が調査されたにもかかわ
らず，標準的な職業分類がなかったため，集計ができなかったが，今回の調査
では，詳細な標準職業分類や，標準産業分類が準備されている'3)○これらを
用いて， 「産業と職業の組み合わせ集計や年齢階層別の産業，職業及び教育水
準との組み合わせ集計」が可能となり， 「人口の社会経済的構成や労働力の構
造」を明ら
の過剰労働
いう困難な
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14）王維志，
15） 「人剛
16）国務院10）後述。
11）孫競新「第1次全国人口普査簡介」（前掲)以及同｢第2次全国人口普査簡介｣(前掲)。
12）王維志「人口普査資料的江魁与公布」， 『人口研究｣， 1982－4，23頁。
13）孫競新「第2次全国人口普査簡介」（前掲)｡李成瑞「主要内容和特点」（前掲)，4頁。
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L、
造」を明らかにすることができるであろう14)oこの調査はj中国にとって大量
の過剰労働力をかかえる一方，近代技術に対応できる労働力が不足していると
いう困難な状況の中で，労働力の有効利用と就業問題を解決するために， とく
に重要な意義があると考えられる15)｡
また， ，0） 「非就業人口の状況」に関する調査にも特徴的な内容がみられる。
まず， 「国家の就業紹介を待つ」者と， 「市・町での待業」者の両者が注目され
る。前者は， 「高等教育機関，専門学校’職業学校の卒業生及び退役軍人で，
国家の職業紹介を待つ者」と規定され，後者は， 「生産年齢内にあり，労働能
力をもち，就業を希望するが，就業していないもの」と規定されている16)。し
たがって， 「待業」者という言葉を使っていても，かれらは，実質的には失業
者であると考えられる。社会主義国の中国で，センサスにおいて公式に失業者
を調査するということは’失業現象の広がりが無視しえない程重大な問題にな
っていることを示しているといえようO
さらに，産業の調査項目の中で’個人経営の労働者の状況を把握するための
，項が入っている。これは，深刻な就業問題を背景にした失業対策や就業計画
と関連をもったものと思われる｡すなわち,大量の失業者をかかえる都市で
は，国営企業だけでは労働力をとうてい吸収し得ず，個人経営業種による新た
な就業開拓が国家の方針としても打ち出されている17)。このような事情を考
えれば， この調査は，個人経営の実態を的確に把握し，資金の調達や商品●原
料の供給源，価格と徴税，社会保険などに関して’ 「単独経営経済の労働力吸
収に有利な政策・措置を制定」 ］8)するための基礎データとして,重要な意味を
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14）王維志，前掲論文，23頁。
15） 「入口普査一為逐歩解決就業問題提供依据」 ， 『中国青年報』， 1982年6月5日。
16）国務院『美子第3欲全国人口普査表的填写説明』（以下『填写説明』と略)，10頁。
17）市原亮平編著，前掲書，183ページ。
18）荘啓東・孫克亮「調整期における都市の就業問題｣，『北京周報』， 1981年,No.32(な
お，原載は『紅旗』， 1981年，第11号)，28ページ。
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もつであろう。
第3に，人口の再生産に関する項目についてみてみよう。前述のように， こ
の分野では，国連勧告を基礎にしながら，出生，死亡に関する様々な調査項目
カゴ追加されているが，なぜこれほどこの調査を重視するのであろうか。その理
由として，まず考えられるのが，現行の出生，死亡統計は，正確性に大きな問
題があるという点'9)や将来の人口予測に必要な人口の再生産に関する諸指標が
現在の中国には欠けているという点である。しかし，それだけでは，まだ十分
な説明とはいえない。さらに重要な要因として，中国が数年前から強力に推進
している一人っ子政策にかかわる問題が考えられる。この政策は，最近，農村
部を中心に崩壊のきざしが見えてきており，他方，都市でも， 出生率が上昇
し，人口が急増しているという状況にあるといわれる20)｡このような状況に対
処するためにキメ細かな人口政策の策定がさし迫った要請となっている。それ
らの実状を正確，詳細に把握し，分析をするためには，出生を中心とする人口
再生産の諸指標が不可欠なのである。
それでは， これらの調査により，どのようなデータが獲得されるのであろう
か。まず「女子の出生児数と生存児数」の調査の目的は，出産力の分析のため
の重要なデータの獲得である。出生児数の調査により,GrossFertilityRatio
すなわち女子の平均出生児数や子供の無い女子の割合，既出産女子の平均子供
数，年齢別の累積平均出生児数等のデータが得られる。また，出生パリティ構
造（出生児数別女子人口構造）を計算するデータともなる2')。生存児数の調査か
らは,NetFertilityRatioすなわち女子の平均生存児数や年齢別累積平均生
存児数が得られ， さらに，他の資料との組み合わせにより，生存子孫数からみ
』 1
，
J ●
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誤差の評、
1）戸［
今回のイ
れるわけマ
U.N.,
U-N,
一人つ・
健顛・ I
児人数
蜷川虎
同上， ト
22）
23）
24）19）王維志，前掲論文，23頁。
20）徐雪寒「農村で人口政策を断固実行しよう」， 『北京周報』， 1982年,No.8,25ペー
ジ･若林敬子「中国の一人っ子政策－その予測と危機｣，『人口ニュースレター』
8－1，人口問題研究会，1982年4月。
21)U､N､,必舷,p.108.
1）
2）
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た家族構成分析のための資料なども得ることができる22)。13)｢81年出産状況」
の調査は，年齢別特殊出生率及び合計特殊出生率等の指標を得るためのもので
ある23)。また，この項目は，一人っ子政策の進展状況を示す「一人っ子率」を
計算するための注目すべき項目であると考えられる24)。4） 「世帯81年出生人
数」の調査により，最近の正確な出生数や出生率を得ることができる。また，
4）「年齢」や5）「世帯81年死亡人数」に関する調査と合わせ,死亡率，自然
増加率等現行統計の不備を補う正確なデータが提供されよう。これらは，いず
れも中国における人口政策や人口計画，将来人口の予測等にとってきわめて重
要なデータとなる。
I~
’に
河述のように， こ
る様々な調査項目
らろうか。その喪
E確性に大きな震
??、??
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〕ような状況に菱 i
袋っている。それ ＃
号中心とする人口 i
Ⅳ、問題点に対する若干の検討
一信頼性及び正確性批判一
さて，今回センサスの課題力:上記のように設定されたわけであるが，はたし
て， この調査から得られる統計資料が，理論的規定において，社会現象を正確
に反映するものとなっているかどうかという問題，すなわち，信頼性の問題'）
を検討してみる必要がある。また，統計調査の技術的過程で生ずるさまざまな
誤差の評価，すなわち，正確性の問題2)を吟味することも必要である。
??。????????? ?
1
くれるのであろう
量力の分析のため
FertilitvRaho
七
量女子の平均子洪
出生パリティ簔
三存児数の調杳か
三齢別累積平均生
三存子孫数からみ
1）戸口登録に基づく調査方法の問題点
今回のセンサスは，前回につづいて戸口登録に基づいて，常住人口が調査さ
れるわけであるが， これは，完全な常住人口調査の方法とはいえず，両者を結
22）
23）
24）
U、N.,必越,p，110.
U.N.,幼凧,p.117.
一人っ子率の計算は〔当年一人っ子出生数〕÷〔当年実際出生数〕で計算される（胡
健顛・彰松建・胡紹瓊，前掲書， 92頁）が，81年の出生状況の調査で第1人目の出生
児人数を集計すれば一人っ子出生数が分かる。
蜷川虎三『統計利用に於ける基本問題』，岩波書店， 1932年，146ページ以下。
同上， 167ページ以下。
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びっけること自体に，重大な問題があるのではないかと思われる。
まず，考えられることは，戸口登録と結びつけた今回の調査方法においては
常住人口の規定が都市(及び農村)人口を正確に把握できないのではないかとい
う信頼性の問題である。 6） 「常住人口の戸口登録状況」に関する調査につい
て，この項目には，最初の草案と比べると大きな変更がみられる。すなわち，
第1次草案では，調査対象とする人口を,A.当地に常住し，戸口がある，
B.戸口はあるが，常時不在,C.戸口手続中の3種類に分類していた3)。と
ころが， これでは,Bにより「当地で戸口登録はしているが，常住地が別の場
所にある者を調査し，他方，戸口登録は別の場所にしているが，当地に常住し
ている者を調査から落としてしまう」ことになる。そのため， 「当地において
調査された人口数と，当地に常住する人口数とが一致しない」という問題が生
じる。そこで， この分類は，次のように変更された。「A・ 当地に常住し，戸
口も当地にある, B・ 当地に1年以上常住しているが，戸口は他地にある，
C・センサス時に当地に居住しているが戸口は手続中,D・当地に戸口はある
が， 1年以上不在｡」そして,A+B+Cを当地の人口として集計することに
した4)。つまり，ここで，戸口登録をしていなくとも，実際の常住地で人口を
把えるという重要な変更がなされたわけである。
ところが， この案でもまだ不十分であり，当地に居住して1年未満にしかな
らないが，戸口は他地にある者が居住地で調査されない。しかも,その人口は，
戸口登録地を離れて’年以内であれば登録地で調査されるが,’年以上経過し，
別の居住地を経て，センサス時に不法に当地に居住していた場合，その人口は
どの土地においても，調査されないことになってしまう。そこで， このよう
な人口を実際の常住地で把えるために， 「当地に1年未満しか居住していない
が，戸口登録地を’年以上離れている」者を追加した(調査票参照)。
しかし，
すなわち,
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きるか
サスの
、 る。し
3）国務院「中華人民共和国第3次人口普査登記表（標準時間：1981年6月30日24時)｣，
十二．戸口和居住状況1．有戸口，常在家2．有戸口，常外出3．戸口待定。
4)LiChengrui,"tX,p.19.
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しかし， これでも，やはり人口の居住状況を正確に把えることができない。
すなわち，実際の居住地に戸口が無く居住期間が1年未満の者は，戸口登録地
を離れてから1年に満たない場合，たとえ将来もその地で常住する意志があっ
ても，戸口登録地で調査され，実際の居住地において調査されないことにな
る。センサスの実施に際して徹底的な戸口整理を行い，都市居住条件に合致し
ないものは，農村へ帰り，戸口登録地で調査を受けるよう指示された模様であ
る5)。それは農村の人口流出を厳しく制限し，都市人口を抑制しようとする現
行政策6)上，当然の措置かもしれない。しかし，都市と農村の生活水準に大き
な格差が現存する7)以上，農村人口の都市流入を止めることは容易ではない8)。
センサス実施のために， このような形で一時的に都市人口を減少させても，彼
らが再び都市に流入する可能性や新たな農村から都市への人口流入の可能性が
考えられる9)。また，指示に従わず不法に都市に留まる者もいるかもしれな
い'0)。したがって,今回の規定では常住人口を1年以上の居住者としている
れる･ ，；eo
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5）前記総理府統計局北山氏談。
6） 「戸口登記条例」（前掲）によれば，都市への人口流入は以下の規定のように厳しく
制限されている。 「公民が農村から都市へ移転する場合，かならず都市労働部門の採
用証明書， 学校への入学証明識または都市戸口登記機関の転入許可証明書を持参
し，常住地の戸口登記機関に申請して転出手続をとらねばならない｡」（第10条)，「公
民が移転する場合，本人， または戸主が移転証明書を持参し，戸口登記機関に転入登
記を申告して移転証明書を返却する」 （第13条)，「中華人民共和国戸口澄記条例」
（前掲)。
7）1981年の1人あたりの年収入は農村の223元に対して都市では772元と数倍の開きがあ
る。「国家統計局公報」 ，『北京周報』， 1982年,No.203
8）国家計画委員会副主任が，農村から都市への大量の人口流入が深刻な状況にあること
を認めている， 『朝日新聞』， 1980年4月20日。王金，前掲論文，34頁。
9）大都市になるほど都市人口の正確な調査がむずかしく，米国のセンサスにおいてもか
なりの調査もれがあることが問題となっている。『日本経済新聞』1980年8月17日。
10）そもそも，このような調査方法で大都市における無戸口者を完全に発見することがで
きるかどうか，それができない場合， もともと不法に都市に流入している彼らがセン
サスの実施に際して，果たして自発的に申告するかどうか，大いに疑問の残る点であ
・ る。しかし， ここでは事前の戸口整理がどの程度徹底的に行なわれたか詳細が不明の
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が，居住期間や戸口登録地不在期間が1年未満であったとしても，都市に居住
する人口は，客観的存在として，正確に把握する必要があるのではなかろう
か。ちなみに，常住人口として認められる居住期間は， 1953年の第1回セソサ
スの際は， 6カ月以上とされていた'1)。また，わが国の場合常住人口は，「3
カ月以上住んでいる人」あるいは， 「3カ月になっていないが， 10月1日の前
後を通じて3カ月以上にわたって住むことになっている人12)」と規定されてい
る。
さらに，行政目的に利用される戸口登録とセンサスを結びつけることから生
じるもう一つの問題として，虚偽の申告という正確性に関する問題がある。
1981年5月26日付の「北京晩報」は，センサスの実施に際して，「より多く
の綿布カードや食糧カードを得るための人口の過大申告｣， 「計画出産を順調に
進めているように見せかけるための人口の過少報告｣， 「入学や結婚，就職，退
職等のために行う年齢の過大申告や過小申告」などの虚偽の申告を，住民に対
して強くいましめている'3)。しかし，わざわざ，このことを強調する背景には
そのような問題発生の可能性に対する大きな懸念があることを示しているとい
えよう。
予想されるこのような事態に対して，当局は，宣伝，教育活動を徹底し，人
ロセンサスの重要な意義を説くとともに，その実施が住民の利益に一致するこ
とを強調し，調査にあたっては「事実通り申告する」ことを強く求めた,4)。と
ころが，正確な申告の義務と，秘密保護などを盛り込んだ「統計法」の立法化
は未だ；
け入れ
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ためこれらの問題提起にとどめておく。
11）吉田忠雄，前掲論文,208ページ。
12）総理府統計局「昭和55年国勢調査一調査の手引｣。
13） 「毎十公民都立積極参加，第3次全国人口普査」， 『北京晩報』， 1982年5月26日。
14）1982年6月5日付「中国青年報』は，人口センサスの実施が，就業問題の解決，母子
保健の改善，教育事業の充実，生活の向上のために，重要なデータを提供するものと
して，住民利益と一致することを強調している。また， 1982年5月26日付『北京晩報』
は， もし事実通りの申告をしなければ「計画制定や住民の生活向上に不利益な影響を
もたらすことになる」と，強い調子で迫っている。
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は未だ為されていない'5)。したがって，この宣伝，教育がどの程度，住民に受
け入れられたかが，虚偽の申告を防ぐための問題の鍵を握っているといえる。
しかし，現行諸政策をめぐって国家と住民の間に利害の不一致が存在する以
上，虚偽の申告の問題が容易に解消されるとは考え難い。ただ，調査後の調査
協力員を含めた大衆討論による審査において，かれらは地元の事情に詳しいた
め，住民の虚偽の申告がチェックされる可能性は大いにある。当局が， この調
査協力員の重要性を認識しているからこそ「実施規定」でその役割を明記した
のではなかろうか。しかし，諸文献でみる限り，かれらは特別な訓練も受けて
おらず，無給のようである。旧中国では， 「人民は申告の多寡が利害に関する
所の多い為に書記（調査担当官一筆者）を買収すると云う幣を生じた16)」といわ
れる。今回の調査にあたって，調査協力員に対し， このようなことが，全くあ
りえないことだとはいい切れない。
また，統計をめぐる環境について， 「人民公社，工場，役所の『ニセ報告事
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件』も依然として後を絶たない'7)」という問題も考えなければならない。この
傾向は，最近に始まったものではなく,文革時代には，「主観的意志で，相手が
数字を大きくしたければ大きくし，数字を小さくしたければ小さくし｣， 「『上
級の意志』に従って事を運ぶこと｣， 「統計部門の数字を勝手に変えたり， ニ
セ帳簿を作る」こと， 「ウソの統計数字の報告」などが横行していたといわれ
る'8)。このような現象は，さらに,それ以前の大躍進期にも顕著に見られ，「目
標達成の圧力」を背景として， 「信じがたい｣｢水増し」報告が次々と行なわれ
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帥 15）統計法の制定準備は進められており，「1981年度の全国統計活動の重点」の第7番目
にあげられている。国家統計局「一九八一年全国統計工作要点｣， 『統計』j l981-1o
また李成瑞も，今後の課題として統計立法の必要性について言及している。李成瑞
「第3次人口普査与我国統計工作的現代化｣，『人民日報』， 1982年6月7日。白建華，
前掲論文も参照。
16）ペイ，マイエット「日本人口統計論｣，高橋梵仙『日本人口統計史』所収，大東出版
社， 1942年，56ページ。
17）朝日新聞，1979年3月17日。
18） 『人民日報』社論， 1979年4月4日以及12月7日。
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たことが指摘されている19)。そして，さらに逆のぼれば，徴税を目的とした古
、代中国の統計においても,｢地方官ハ之ヲ実数以下二報告シ，出来ル丈ケ多ク其
租税ヲ私セントシタルヤ信スルニ余リアリ」,また，直接の徴税目的がなくなる
近代の人口調査においては,｢地方官ハ其誇大ノ通性二帰り，実数以上ナルヲ以
テ其誇リトナシ，好政略トナスニ至しり20)」（傍点，いずれも原文） というよ
うな問題があったようである。
このような事情を考慮し，統計数字の正確性に対して，従来この程度の認識
しか持たれていなかったとすれば，根深いこの問題が，今回のセンサスにおい
て，一挙に改善されるとは考え難く，住民や調査協力員に過大な期待を抱くこ
とは，疑問である。調査協力員が一定程度のチェック機能を果たすとしても，
本来は， このような問題の発生の根源そのものを断つべきであると考える。
したがって’ この問題を前述の常住人口把握の問題と合わせて考えると，戸
口登録とセンサスを結びつける方法そのものに根本的な問題があると思われ
る。この方法は’文革の悪影響を受け，専門の統計組識や統計職員が著しく不
十分な状況の中で21)，センサスを実施するためには，中国独自の有利な条件を
生かした方向として一定度は評価されるかもしれない。しかし，そのメリット
よりもデメリットが大きく，今後， この方法を根本的に改善するべき努力が必
要だと思われる。
がある
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それは
2）その他の信頼性批判
以上の問題以外に若干の信頼性の問題を考察してみたい。
まず’ 18）「81年の出産状況」に関する項目に関して，その質問形式に問題
19)Choh-MingLi,"eSYa施雄a/$As彪沈"Q""7z""対C""Z,1962,University
ofCalifornia,(翻訳）前田寿夫訳『中国の統計機構』， アジア経済研究所, 1964年，
71-73ページ。
20）財部静治「支那人口統計證稿｣，『支那及印度経済論』，京都大学， 1941年,2ページ。
21） 『人民日報』社論， 1979年12月7日。
22）国務院『填写説明』（前掲)，11頁。
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があると思われる。 この項目は,．「1981年における出産年齢女子の出生児の順
位22)｣，すなわち，何人目の出生児であるかを質問する形式になっている。こ
れは，国連勧告に従って，前年度の出生数，あるいは最も近い出生年月を質問
する形式23)のままでは，前述の「一人っ子率」を計算できないために変更され
たものと思われる。ところが， この調査では， 1回の出産で2児以上生んだ場
合も，あるいは，稀であろうが，年度内に， 2回の出産があった場合でも1児
としか計算されないことになる。そのため，厳密にいえば，正確な出生数を把
握することはできない。もっとも， 4)｢世帯の出生人数」を調査することによ
り出生総数を知ることはできる。しかしながら，出生状況の調査により計算さ
れ得る年齢別特殊出生率や合計特殊出生率は，実際よりも小さくあらわれる可
能性があるという問題は解決されない。
また，家計の収入の調査項目がないため，生活水準と出生力や人口移動との
関連，とくに貧困と多産の関係を把握するためのデータが直接に獲得できない
点も，指摘しておかねばならない。
さらに，今回の調査では，人口移動に関する「出生地｣， 「前住地｣， 「過去
の一定時の居住地｣， 「居住期間」などの調査項目が欠けており24)，人口移動の
状況を，部分的にしか把えることができないという問題がある。とくに， 「前
住地」は，人口移動をセンサスによって把握する場合，不可欠の調査項目であ
る。この項目カミ欠けているため， 6）「常住人口の戸口登録状況」や世帯の6）
「常住人口のうち他出して1年以上になる者の人数」の調査により，各地域の
流出人口や流入人口，すなわち，移動の結果は把握できても，移動の量と方向
を含めた移動状況の実態を全面的に把握することが不可能である。当初の案で
は， 「長期不在人口の現住所」を記入する欄があったが25)，今回の調査票では，
それは削除されている。確かに，不在者の居住地を調査することは困難である
以上ナルヲ以
て） というよ
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23)U.N､,必越,p.34
24)U.N.,必舩,AnnexⅡ。
25）前掲1981年調査票草案。
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が，それに比べれば人口の流出先で出生地や前住地などを調査することは，は
るかに容易である。それにより，人口移動の状況をより詳しく把握することカヌ
可能となろう。
就業状況の調査で進学準備中の者も調査されるが，かれらは， 「就業希望」
を申し出ていないため，失業者とはみなされない26)。しかし，その中には，実
際に進学準備中の者以外に，国の下放政策との関連で農山村に移住したくない
ため，合法的に都市に滞留できる「進学準備中」という身分に滞まっている者
も存在するのではなかろうか27)。とくに，中学校卒業者の5割，高校卒業者の
9割以上が進学できない状況の中では，進学は容易ではない28)oこのような状
況にある人々は，形式上は進学準備中という身分のため就業希望を申し出るこ
とはできないが，事実上，就業希望をもっている者も含まれているのではない
かと推測される。就業問題との関連で， この人口については，センサス後のよ
り詳細な調査による，実態把握が必要であろう。
また，
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以上の考察から，今回の人ロセンサスは，行政目的に利用される戸口登録と
結びつくことに基因する様々な重大問題が発生することを認めないわけにはい
かない。さらにその他の信頼性の面で，いくつかの問題点もある。これらは，
今後改善される必要があり， とくに調査方法については，センサスを戸口登録
と切り離すという方向が，是非とも必要であると思われる。
それらの問題点にもかかわらず，今回センサスの重要な意義'）についても，
82-
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26）国務院『填写説明』（前掲)，10頁。
27）新しい下放政策では進学準備中の者は，都市在住が認められている。新華社，1978年
12月14日（『中国通信』12月21日),及び同1979年8月11日（同，8月14日)。
28）陳慕華「人口増を計画的に抑えよう｣，『北京周報』1979年,No.468
1)Thel982Census;CountingOneBillionPeople,周功z血加〃lWorrS,TheJo-
hnsHopkinsUniversity(U.S､),1982,No.25.
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また，十分な認識が必要である。そこで，その意義を国際的視角と国内的視角
の両方から把え，本稿のまとめとしたい。
国際的意義として， まず第1に，今回の人口センサスが，国連の「1980年世
界人ロ・住宅センサス」の一環として実施されたことの意義である。世界人口
の4分の1を占め，世界最大の中国人口の実態については，正確な人口数も分
からず2)， また，年齢構成さえ明らかにされていないのが現状である。したが
って， 「長い間，外国のチャイナ・ウオッチャーを惑わせてきた｣｢巨象の実態」
が解明される意義は大きい3)。
第2に，今回のセンサスが世界的な人口問題の視点から，「世界人口行動計
画4)」の一環として位置づけられるという点である。今回のセンサスには，国
連の人口活動基金(UNFPA)から多額の金銭的援助ｶﾐ行なわれた。UNFPAは，
1974年開催のブカレスト世界人口会議で採択された「世界人口行動計画」を受
け，現在，国連の人口活動の中心機関となっている5)。今回の援助は，この一
環としての「人口センサスの実施6)」に対するものである。
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2）例えば,1980年の人口について，中国国家統計局は9億8,255万人と公表しているが，
国連の公式統計（推計）では， 9億9,491万人･となっている。またわずか20年足らず
先の2,000年の人口予測についても，国連は12億9,405万人，世界銀行は12億3,900万
人，米国センサス局は13億8,000万人（いずれも中位推計）と大きな開きがある。「中
華人民共和国国家統計局美子一九八○年国民経済計画執行結果的公報」 ， 『統計』， 19
82-2｡Wo"αP⑫"ん伽〃Pγ唯cおasAssessea伽1980,U.N.,p､12,Demogr-
aphicProjections,P妙"彪加〃l妙Oγｵs(必飢),1982,No.25,p.608.
3） 『読売新聞』， 1982年6月30日。
4）此加γｵs"ｵ"〔〃､"“脆加"sWMtJP""〃jり〃α72/をγ”Ce／Bucharest,19－
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次に，国内的意義について考えられる第1点は，社会統計の基本である人口
統計が，はじめて本格的に整備されるという点である。 「社会主義における国
家管理，計画，経済活動は記帳と統計なしには不可能である7)」にもかかわら
ず中国では，計画経済の基礎データとなる現行統計の不備や不正確性の問題に
直面している8)。今回の人ロセンサスを基礎にして，今後，必要な各種の統計
調査を進め，統計の整備，充実をはかる方針が打ち出されている9)。
第2点は，現在直面する人口に関連する社会，経済的諸問題の解決や，人口
政策，人口計画策定のための基礎データを提供するものとしてのセンサスの意
義である'0)。今回センサスの目的は，「社会主義現代化の推進，人民の物質的
文化的生活の向上，そして，人口政策及び人口計画の策定」（傍点一筆者)のため
と規定されている'1)。
中国の巨大人口と人口急増は，複雑な社会，経済的諸問題をもたらしており
今や， この人口要因を無視して，社会・経済的諸政策を実施したり経済発展を
はかることは不可能とさえなっている'2)。その中で，人口政策や人口計画は，
とりわけ重要な位置を占め，総合的な政策や計画が志向されている'3)。このよ
うな動きは，市原人口学が，人口問題や環境問題の深刻化の中でそれらを克服
する方｜
的な社会
は，今回
とりわけ
〔付記
高木秀玄
日新聞社
話になっ
〔追記〕
彫加減"ｫ膨勘舵α肌z幼"sWbγ〃Pq”tz物？zCb”γe"ce,(必遡),chap.1.
7）オフシエンコ．ヴイターリナ， （佐藤博監訳)， 『レーニンと統計』，大月書店, 1980年
21ページ。
8）王維志「通泣人口普査，提高人口統計資料的質量」（前掲)。
9） 「一九八一年全国統計工作要点」（前掲)。李成瑞「第3次人口普査与我国統計工作的
現代化｣， 『人民日報』， 1982年6月7日。
10）人口に関する社会・経済的諸問題やその解決のための人口政策や各種の社会・経済政
策については，市原亮平，前掲書，後編第1部を参照されたい。
11） 『人口普査弁法』（前掲)，第1条。
12）市原亮平，前掲書，194ページ以下。及び中国の人口に関する諸問題を論じた論文集
がある。See,LiuZheng,SongJianandOthers,C"伽z'SP"/ヒzrZb7zPγめ〃2s
α"αPγo"gcrs,NewWorldPress,Beijing,1981.
13）市原亮平，前掲書，196ページ,HouWennlo,PopulationPO1icy,LiuZhengand
Others,必舩,「厳格控制人口増長｣，『人民日報」社論, 1982年8月23日。
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する方向として体系づけた「計画経済十計画出産十計画生態'4)」の三位一体
的な社会経済発展計画への志向を示すものといえよう。その意味において，私
は，今回のセンサスがこの三位一体論の実現化における一つの出発点として，
とりわけ重要な意義をもつものと考える。
)人口 ???????????????????????????????????????????‐??????????。?????????????
???
?ー。 ． ー．?」?????」?，．、，‐ 》 」．、。 ． 、 ??????，??? ??、???
?、。
含る国
〕わら
1題に
)統計
〔付記〕なお，本論文で利用した諸資料を入手するにあたっては，関西大学
高木秀玄教授，筑波大学三潴信邦教授，総理府統計局製表部長北山直樹氏，毎
日新聞社人口問題調査会理事の木下剛氏，九州大学山田茂氏の各氏に大変御世
話になった．
〔追記〕当初の予定より遅れて， 10月27日に今回センサスの手集計結果が発表
された．それによると，総人口は10億817万5,288人で，「抽出調査に
よる精度検証の結果｣，人口数の申告漏れ0.56%0，年齢誤差率6.15%0,
1981年の出生児数及び死亡者数の申告漏れはそれぞれ1.83%0と4.4%0
であった．
なお，今回のセンサスに関する諸資料については， 『アジア経済旬
柵1231-32号，中国研究所，1982年8月，及び『千里山経済判第
16号(予定)，関西大学大学院，を参照されたい。
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14）市原亮平，前掲書,240-246ページ，及びRyoheilchihara,PlannedEcologyand
PlannedPopulation,K""saj勘伽γs吻肋""z"げ勘0'zo"zjcsα”＆‘s伽gsS,1975，
4－1．同「自然的人口原理批判一弁証法エコロジーの視点から一｣，『世界経済と帝
国主義』，有斐閣， 1973年，所収。このような視角からの中国人ロセンサスの意義に
ついては，市原亮平・藤岡光夫「人口統計と中国人口問題-1981年センサスと計画出
産の必然性について－」 ， 『統計の泉』，広島県統計協会, 1980年12月号，において
既に論じた。なお， この方向との関連において，今回センサスの意義を説いたものと
して楊紀珂「人口普査在我国国民経済建設中的重要性」， 『光明日報』， 1982年6月26
日，があるので参照されたい。
！済政
??
???????》???‐???、??，
and
277
1
一
I
